
************************************************************** 
 
赤 潮 警 報 解 除 

 
************************************************************** 

 
鹿児島県水産技術開発センター 
令和８年６月１９日 

鹿児島湾 赤潮警報続報 No.１―４ 
 
 
 
 
 
 

本日、水産技術開発センターが調査したところ、着色域は確認されず、シャットネラ マリ
ーナの最高細胞密度は３細胞/mL(隼人沖)、ディクチオカ フィブラの最高細胞密度は３細胞
/mL(湾奥中央部)が確認され、珪藻類は全域で少ない状況でした。 

 
今回のシャットネラ マリーナ及びディクチオカ フィブラによる赤潮は終息状態となって

いることから、今後、鹿児島湾において漁業被害が発生する恐れは低いと考えられ、本日赤
潮警報を解除しました。 

 
各漁協・養殖業者などにおかれましては、今後も有害赤潮プランクトンの早期発見のため、

定期的な検鏡を実施するなど、監視をお願いします。 
 
 

 
※シャットネラ マリーナの特徴 

・適水温 23～26 ℃ 
・適塩分 30 以下 
・魚毒性が強く、致死細胞密 

度はブリ及びカンパチで約 
2,000 細胞/mL 

 
※ディクチオカ フィブラの特徴 

・適水温 18～22℃ 
                              ・2015 年５月に鹿児島湾でシ 
                               ャットネラ マリーナ，ヘテ 

ロシグマ アカシオとの３種 
混合赤潮が発生し，養殖カン 
パチ等に被害が発生した。 

 
 

赤
赤潮情報（携帯用）：

http://kagoshima.suigi.jp/akashio

/i/index.shtml 

 

赤潮情報（ﾊﾟｿｺﾝ 用）：

http://kagoshima.suigi.jp/akashio

/newHP/index.html 

シャットネラ マリーナ 

ディクチオカ フィブラ 

鹿児島湾に６月４日付けで発出した赤潮警報を解除しました。  


